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市
は
、昨
年
11
月
に
策
定
し
た
「
行

財
政
改
革
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
職

員
一
丸
と
な
っ
て
、
財
政
健
全
化
の

取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。
令
和
７
年

度
当
初
予
算
で
は
、
財
源
不
足
を
約

５
・
２
億
円
縮
減
で
き
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
市
立
病
院
が
現
在
策
定

中
の
「
中
期
計
画
」
や
直
近
の
経
営

状
況
を
踏
ま
え
て
精
査
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
こ
れ
ま
で
の
見
込
み
を
上
回

る
市
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
金
の

増
額
が
必
要
と
な
り
、
市
の
行
財
政

運
営
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

市
立
病
院
が
、
良
質
で
安
全
な
医

療
を
提
供
し
、
地
域
の
医
療
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
市
民
の
命
と
健
康
を

守
る
と
い
う
使
命
を
果
た
し
て
い
く

た
め
に
、
市
は
、
一
般
会
計
か
ら
追

加
の
財
政
支
援
を
行
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
校
給
食
の
導
入
に
向

け
て
、
昨
年
11
月
以
降
、
手
法
や
財

源
確
保
に
向
け
た
検
討
を
重
ね
て
き

ま
し
た
が
、
費
用
の
大
き
な
削
減
に

は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

加
え
て
、
米
国
の
追
加
関
税
措
置

や
経
済
状
況
の
変
動
に
よ
る
税
収
へ

の
影
響
、
人
件
費
や
物
価
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
の
高
騰
な
ど
、
不
安
定
な

要
素
が
多
く
存
在
す
る
た
め
、
現
時

点
に
お
い
て
今
後
の
財
政
状
況
の
見

通
し
が
不
透
明
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
市
の
中
期

財
政
計
画
（
令
和
６
年
度
ロ
ー
リ
ン

延
伸
に
至
っ
た
経
緯

中
学
校
給
食
の
事
業
着
手
を

当
面
の
間
、延
伸
し
ま
す

グ
版
）
の
時
点
修
正
を
行
っ
た
上
で
、

今
後
の
主
要
施
策
の
方
向
性
を
検
討
・

整
理
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
市
立

病
院
の
経
営
安
定
化
を
図
り
、
市
民

の
命
と
健
康
を
守
る
こ
と
を
何
よ
り

も
優
先
す
べ
き
と
判
断
し
、
中
学
校

給
食
の
事
業
着
手
を
当
面
の
間
、
延

伸
す
る
こ
と
を
決
断
し
ま
し
た
。

　　

中
学
校
給
食
は
、
私
の
公

約
の
一
つ
で
あ
る
と
と
も
に

保
護
者
や
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
も
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
事
業
着
手
の

延
伸
は
、
ま
さ
に
断
腸
の
思
い
で
す

が
、
中
学
校
給
食
を
必
ず
実
現
さ
せ

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
立
病
院
が
持
続
的
・
安

定
的
に
地
域
医
療
を
提
供
し
続
け
る

こ
と
の
で
き
る
経
営
基
盤
の
確
立
を

図
っ
て
い
く
と
と
も
に
、「
行
財
政
改

革
プ
ラ
ン
」
の
取
組
を
着
実
に
実
行

し
な
が
ら
、
こ
の
困
難
な
状
況
を
乗

り
切
っ
て
い
く
決
意
で
す
。

 　

中
学
校
給
食
に
事
業
着
手
す
る
時

期
は
、
市
立
病
院
の
「
中
期
計
画
」

に
よ
る
経
営
改
革
の
取
組
効
果
が
表

れ
、
改
善
の
道
筋
が
見
え
た
段
階
で
、

改
め
て
総
合
的
に
判
断
し
ま
す
。

 　

今
後
も
、
伊
賀
南
部
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
の
機
器
更
新
を
は
じ
め
と
す

る
工
事
手
法
の
見
直
し
や
事
業
精
査

の
ほ
か
、
行
政
組
織
の
ス
リ
ム
化
、

新
た
な
財
源
の
確
保
、
事
務
事
業
や

公
共
施
設
の
見
直
し
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
加
え
て
、
人
口
減
少
社
会
を

見
据
え
て
、
従
来
の
枠
組
み
を
超
え

た
広
域
連
携
や
公
民
連
携
な
ど
に
取

り
組
み
、
財
政
危
機
か
ら
の
早
期
脱

却
を
目
指
す
と
と
も
に
、
持
続
可
能

な
行
財
政
基
盤
を
着
実
に
構
築
し
て

い
き
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て

抜
本
的
・
集
中
的
に
改
革
を
進
め
、

人
口
減
少
社
会
に
立
ち
向
か
う
フ
ロ

ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
果
敢
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
、
ど
こ
よ
り
も
早
く
人
口

減
少
社
会
に
対
応
し
た
、
未
来
に
選

ば
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

名
張
市
長　

北
川 

裕
之

中
学
校
給
食
は
必
ず
実
現

　

現
在
、
市
内
中
学
校
の
昼
食
は
、

家
庭
か
ら
の
弁
当
を
基
本
と
し
、
注

文
弁
当
販
売
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
中
学
校
給
食
の
導
入
が
望
ま
し

い
」
と
す
る
意
見
書
が
提
出
さ
れ
た

の
は
平
成
28
年
３
月
の
こ
と
。
意
見

書
は
、
保
護
者
や
学
識
経
験
者
な
ど
で

構
成
さ
れ
る
「
中
学
校
昼
食
の
あ
り
方

検
討
委
員
会
」
に
よ
っ
て
、
生
徒
や

保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
も
踏

ま
え
、
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
市
は
、「
自
校
方
式

（
学
校
の
給
食
室
で
調
理
）」
や
「
セ

ン
タ
ー
方
式
（
給
食
セ
ン
タ
ー
で
調

理
し
配
送
）」
な
ど
の
実
施
方
式
や
、

事
業
手
法
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
重

ね
、
全
員
喫
食
の
早
期
実
現
な
ど
総

合
的
に
判
断
し
、「
セ
ン
タ
ー
方
式
」

を
採
用
し
ま
し
た
。
建
設
予
定
地
と

し
て
調
理
後
２
時
間
以
内
の
喫
食
が

可
能
な
青
蓮
寺
地
内
の
公
共
用
地
を

選
定
し
、
昨
年
２
月
、
基
本
計
画
を

策
定
。
計
画
に
基
づ
き
、
中
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
進
め
、
令
和

９
年
度
中
の
中
学
校
給
食
開
始
を
目

指
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
厳
し
い
財
政
状
況
が
見

込
ま
れ
る
中
、
昨
年
11
月
以
降
、
整

備
手
法
や
財
源
確
保
の
見
通
し
を
再

検
討
し
ま
し
た
が
、
大
き
な
経
費
削

減
は
見
込
め
ず
、
か
つ
、
市
立
病
院

の
経
営
改
善
が
急
務
と
な
っ
て
き
た

た
め
、
事
業
着
手
を
当
面
の
間
、
延

伸
す
る
判
断
を
し
ま
し
た
。

　

市
の
重
要
施
策
で
あ
る
中
学
校
給

食
の
早
期
実
現
に
向
け
て
、
少
子
化

や
物
価
高
騰
な
ど
も
考
慮
し
つ
つ
、

引
き
続
き
、
様
々
な
手
法
や
財
源
確

保
策
を
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

中
学
校
給
食
実
現
に
向
け
た
動
き

平成 28年 3月
中学校昼食のあり方検討委員会（平成 27年 5月設置）が、
「中学校給食が望ましい」とする意見書を提出

令和 5年 2月
基本構想を作成。給食の実施方式について「センター方式」
と自校調理方式との 2方式を検討することに。同年 3月
から、「民間活力等導入可能性調査」を実施

令和 6年 2月
調査報告書を踏まえ、中学校給食センターを官民連携で
整備することに（PFI 方式）。また、建設予定地を第 1候
補地である青蓮寺に決定。併せて基本計画を策定する。

令和 5年 8月
全員喫食の早期実現などを総合的に判断し、「センター方
式」の採用を決定。建設候補地の第 1候補地を青蓮寺の
テニスコートとゲートボール場とする。

令和 4年 6月
北川市長が、市議会で令和 9年度中を目途に中学校給食
を開始すると答弁

令和 6年 11月
市の財政状況などを踏まえ、改めて事業費の精査や検証
を行い、令和 7年 6月を目途に方向性を示すこととした。

令和 7年 5月
市議会全員協議会で中学校給食の事業着手延伸を報告

今
は
、
市
立
病
院
の
経
営
安
定
化
を
図
り
、
市
民
の
命
と

健
康
を
守
る
こ
と
を
何
よ
り
優
先
す
べ
き
と
判
断
し
ま
し
た

A
Q1
早期実現に向けて、様々な手法を模索

中学校給食は実現するの？
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名
張
市
は
、
急
増
し
た
人
口
が
減

少
に
転
じ
、
恒
常
的
に
財
源
不
足
が

生
じ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
社

会
保
障
費
や
公
共
施
設
更
新
に
必
要

な
経
費
が
増
大
。
過
去
の
借
金
が
市

財
政
を
圧
迫
し
、
新
た
な
支
出
へ
の

対
応
が
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

中
期
財
政
試
算（
昨
年
11
月
）で
は
、

伊
賀
南
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
機

器
更
新
や
中
学
校
給
食
施
設
の
整
備

な
ど
の
投
資
事
業
が
５
年
間
で
集
中

す
る
な
ど
し
、
対
策
を
講
じ
な
け
れ

ば
、令
和
10
年
度
に「
財
政
再
生
団
体
」

に
陥
る
可
能
性
を
示
し
ま
し
た
。

　

財
政
健
全
化
に
向
け
て
、「
行
財
政

改
革
プ
ラ
ン
」（
令
和
６
〜
14
年
度
）

に
よ
り
、
歳
入
確
保
と
歳
出
削
減
の

取
組
を
進
め
て
い
て
、
令
和
７
〜
11

年
度
で
24
・
７
億
円
の
財
源
不
足
の

縮
減
を
見
込
み
ま
す（
計
画
策
定
時
）。

令
和
７
年
度
当
初
予
算
に
お
い
て
は
、

歳
出
・
歳
入
合
わ
せ
て
、
財
源
不
足

を
５
・
２
億
円
縮
減
。
こ
の
う
ち
令
和

８
年
度
以
降
も
実
施
で
き
る
取
組
を

検
討
し
、
さ
ら
に
、
年
３
・
２
億
円
の

縮
減
を
目
指
し
ま
す
。

　　
「
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
」
の
取
組
や

市
立
病
院
へ
の
繰
出
金
増
額
な
ど
を

踏
ま
え
、
昨
年
11
月
策
定
の
中
期
財

政
計
画
（
令
和
６
年
度
ロ
ー
リ
ン
グ

版
）
を
５
月
時
点
で
修
正
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
令
和
11
年
度
の
累
積
赤

字
は
32
・
６
億
円
と
な
り
、「
財
政
再

生
団
体
」
へ
の
転
落
は
回
避
で
き
る

見
込
み
で
す
が
、
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
実
現
を
目
指
し
て

い
る
中
学
校
給
食
は
、
導
入
初
年
度

に
生
じ
る
６
億
円
の
負
担
（
一
般
財

源
）
に
留
ま
ら
ず
、
２
年
目
以
降
も

年
２
〜
３
億
円
の
経
費
が
発
生
し
続

け
る
大
規
模
事
業
で
す
。
中
学
校
給

食
の
事
業
に
着
手
し
た
後
、
仮
に
財

政
状
況
が
さ
ら
に
悪
化
し
た
場
合
も
、

途
中
で
中
止
す
る
こ
と
は
困
難
と
な

り
ま
す
。
中
期
的
に
累
積
赤
字
が
見

込
ま
れ
る
中
、
今
は
財
政
健
全
化
と
、

市
立
病
院
の
経
営
安
定
化
に
向
け
た

取
組
を
着
実
に
実
行
し
て
い
く
べ
き

と
判
断
し
ま
し
た
。

　
「
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
」
の
理
念
に

掲
げ
て
い
る
の
は
、「
変
化
を
受
け
入

れ
、
未
来
を
共
創
す
る
」。
財
政
健
全

化
の
取
組
と
合
わ
せ
て
、
公
民
連
携

の
推
進
、
デ
ジ
タ
ル
の
積
極
的
な
活

用
、
公
共
施
設
の
最
適
化
、
外
部
人

材
の
登
用
、
人
材
育
成
な
ど
、
人
口

減
少
社
会
に
お
け
る
持
続
可
能
な
行

財
政
運
営
基
盤
の
構
築
に
、
職
員
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

恒
常
的
な
財
源
不
足
が
背
景
に

財政状況の見通し （一般会計の累積
4 4

収支見込）

「
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
」
の
推
進

市立病院

中学校給食

行財政改革
プラン・中
期財政計画市民と市長の懇談会を開催

　中学校給食の延伸や市立病院の経営改善、行財政改革な
ど、市の現状と課題を市民の皆さんと共有し、ご意見や提
言をいただく懇談会を開催します。懇談会は市長が参加し、
8月下旬に市内 5カ所で実施する予定です。詳しくは、　
　　　　 広報なばり 8月号でお知らせします。

市 HPからも「市民の声」をお寄せください

詳
し
く
は
H

 

P

 

を
ご
覧
く
だ
さ
い

Q2
経営改善に向け、地方独立行政法人へA

Q3
財政健全化への道を、着実に一歩ずつ

市立病院の置かれている状況は？

　

全
国
の
公
立
病
院
は
、
非
常
に
厳

し
い
経
営
状
況
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

医
師
や
看
護
師
不
足
、
人
件
費
や
物

価
の
高
騰
な
ど
を
背
景
に
、
令
和
４

年
度
に
は
約
３
割
だ
っ
た
赤
字
の
公

立
病
院
の
割
合
が
、
令
和
５
年
度
に

は
約
７
割
に
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

名
張
市
立
病
院
も
例
外
で
は
な
く
、

経
営
安
定
化
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
後
の
患
者
数
減
少
や
、

経
費
増
大
、
看
護
師
の
離
職
に
伴
う

入
院
患
者
の
受
入
病
床
数
制
限
な
ど

が
経
営
を
圧
迫
。
令
和
７
〜
10
年
度

ま
で
に
、
約
12
・
８
億
円
の
資
金
不

足
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、

市
か
ら
の
繰
出
金
を
、
昨
年
11
月
の

見
込
み
よ
り
、
こ
の
４
年
間
で
、
さ

ら
に
７
・
３
億
円
増
額
す
る
必
要
が
生

じ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
危
機
的
な
状
況
を
克
服
し
、

地
域
医
療
の
中
核
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
続
け
る
た
め
、
市
は
市
立
病

院
の
今
年
10
月
か
ら
の
「
地
方
独
立

行
政
法
人
化
」
に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
こ
の
法
人
化
は
、
有

識
者
な
ど
か
ら
な
る
「
名
張
市
立
病

院
在
り
方
検
討
委
員
会
」
の
答
申
な

ど
を
受
け
て
決
定
し
ま
し
た
。

　

運
営
主
体
が
市
か
ら
法
人
に
変
わ

る
こ
と
で
、
代
表
者
が
市
長
か
ら
現

場
に
近
い
理
事
長
に
変
わ
り
、
迅
速

な
意
思
決
定
と
柔
軟
な
組
織
体
制
を

生
か
し
た
効
率
的
な
運
営
が
可
能
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
法
人
独
自
の
就

業
規
則
や
手
当
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

職
員
の
働
き
が
い
を
高
め
、
人
材
確

保
の
強
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

す
で
に
、
令
和
７
年
４
月
以
降
、

新
た
に
３
人
の
医
師
を
採
用
し
、
来

年
度
の
新
人
看
護
師
の
応
募
が
本
年

の
約
１
・
５
倍
に
増
加
す
る
な
ど
、
改

善
の
兆
し
が
見
え
始
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
未
来
会
議
」
や
「
病
院
改
革

委
員
会
」
と
い
っ
た
職
員
主
体
の
取

組
も
立
ち
上
が
り
、
業
務
改
善
や
組

織
強
化
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。 

　

現
在
、
市
立
病
院
で
は
、「
中
期
計

画
」
の
策
定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

法
人
化
後
の
第
１
期
（
10
月
〜
令
和

10
年
度
末
）
は
、
看
護
師
確
保
を
最

優
先
課
題
と
し
、
病
床
稼
働
率
を
段

階
的
に
回
復
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
の
期
間
中
、
市
か
ら
の
繰
出

金
増
額
の
ほ
か
、国
の「
病
院
事
業
債
」

の
活
用
を
進
め
つ
つ
、
法
人
の
強
み
・

特
性
を
生
か
し
、
経
営
基
盤
を
強
化

し
て
い
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
法
人

化
後
も
、
公
立
病
院
と
し
て
市
民
の

命
と
健
康
を
守
る
こ
と
が
最
優
先
で

あ
る
こ
と
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

全
国
的
に
公
立
病
院
の
経
営
が
悪
化

経
営
改
善
に
向
け
た
動
き

今後の財政状況の行方は？

※財政調整基金取り崩し後／表示単位未満四捨五入 市市私
の
思
い
を

　
お
伝
え
し
ま
す

　

 

皆
さ
ん
の
声
を

　
　

 

お
聴
か
せ
く
だ
さ
い

▼

R8　　　　  　　R9　        　 　R10         　　　R11

財政再生基準（▲ 約 34億円）

0　　 0
△ 8.9
   億円 △ 29.7 億円△ 29.7 億円

△ 51.4 億円△ 51.4 億円

△ 69.2 億円△ 69.2 億円

△ 3.9△ 3.9
   億円   億円

△ 22.7△ 22.7
   億円   億円 △ 32.6△ 32.6

   億円   億円

△ 3.2△ 3.2
   億円   億円 △ 16△ 16

   億円   億円
△ 23.6△ 23.6
   億円   億円

　累積収支が「財政再生基準」を超えると、国の
管理下で厳しい財政健全化が求められます。

R6 年 11月公表時

R7年 5月時点修正
 （給食実施の場合）

R7年 5月時点修正
 （給食延伸の場合）

累積収支額

https://www.city.nabari.lg.jp/s003/110/010/100/400/20241127121608.html
https://www.city.nabari.lg.jp/s057/20240219082513.html
https://nabari-city-hospital.jp/
https://www.city.nabari.lg.jp/s010/110/010/010/201502050459.html

